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はじめに 
 

北海道大学は、本学の現状や中長期的な価値創造に向けた取り組みを皆様にお伝えすることを目

的とした統合報告書を発行いたしました。 

この報告書に加え財務情報をより分かりやすく伝えるため、国立大学法人会計基準の解説とともに

財務諸表（BS、PL）を補完する財務レポートを作成しました。 

本学の財務情報をご理解いただければ幸いです。 
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基礎データから見る北海道大学 
 

総面積は東京23区（627㎢）より広い約660㎢。札幌市中心部に広大な敷地を持つ札幌キャンパスと水産学部のある函館キャンパス、道

内外にある研究施設や研究林などさまざまな施設を所有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

敷地面積 

 660,177,462㎡  

（2024年4月1日現在） 

札幌市内 

 2,888,566㎡  

うち札幌キャンパス 

   1,776,247㎡ 

函館市内 

 105,149㎡  

うち函館キャンパス 

   88,785㎡ 

地方施設 

 657,183,747㎡  

北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション

南管理部和歌山研究林4,484,410㎡を含む 

学生数 教職員数 

国際交流 

学位授与数 研究 

18,056人  
（2024年5月1日現在） 

・学部生    11,384人 

・大学院生    6,536人 

・附置研究所等    136人 

※非正規生を含む 

3,937人  
（2024年5月1日現在） 

・役員       11人 

・教員  1,977人 

・職員  1,949人 

外国人教職員数 

16４人  
（2024年6月1日現在） 

外国人留学生数 

99カ国・地域  

2,042人  
（2024年5月1日現在） 

国際交流協定数 

75カ国・地域  

769協定・覚書  
（2024年7月1日現在） 

247,058人  
（2024年5月1日現在） 

・学士 

・修士 

・博士 

・専門職学位 

特許保有件数 

1,443件  
（2024年4月1日現在） 

・国内 792件 

・海外 651件 

156,857人 

60,384人 

27,814人 

2,003人 

病床数 

951床  
（2024年64月1日現在） 

※司法精神医療センターを含む 

蔵書数 

3,721,497冊  
（2024年3月31日現在） 
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貸借対照表 
 

 
■貸借対照表とは・・・決算日（3月31日）における本学の財政状況（資金の調達と運用状況）を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2022年度 2023年度 増減

255,532  254,482  △ 1,050     

249,554  246,282  △ 3,272    

土地 128,103   128,096   △ 7            

建物 71,882     70,359     △ 1,523     

構築物 2,568       2,515       △ 53          

機械装置 516          411           △ 105        

工具器具備品 18,900     18,352     △ 548        

図書 21,755     21,730     △ 25          

美術品・収蔵品 341          342          1                

船舶 4,612       3,724       △ 888        

その他 872          750          △ 122        

無形固定資産 867          758          △ 109        

特許権 216          248          32              

ソフトウェア 220          142          △ 78          

その他 429          367          △ 62          

投資その他の資産 5,111        7,441       2,330        

投資有価証券 4,294       5,685       1,391         

長期性預金 600          600          -                 

減価償却引当特定資産 -               955          955            

その他 217          200          △ 17          

流動資産 39,393     36,441     △ 2,952    

現金及び預金 26,508     16,476     △ 10,032  

未収学生納付金収入 178          168          △ 10          

未収附属病院収入 7,166       6,946       △ 220        

未収入金 2,145       1,821       △ 324        

有価証券 2,102       9,800       7,698        

医薬品及び診療材料 989          903          △ 86          

その他 302          325          23              

294,926  290,924  △ 4,002    資産合計

資産の部

固定資産

有形固定資産

2022年度 2023年度 増減

固定負債 14,958     13,066     △ 1,892     

長期繰延補助金等 10,587     9,500       △ 1,087     

退職給付引当金 745          868          123            

長期未払金 2,528       1,585       △ 943        

資産除去債務 1,097       1,112        15              

流動負債 30,219     31,457     1,238         

運営費交付金債務 417          878          461            

預り施設費 434          563          129            

預り補助金等 491          292          △ 199        

寄附金債務 10,105     10,424     319            

前受受託研究費等 2,977       5,114       2,137         

預り科学研究費補助金等 1,683       1,530       △ 153        

1年以内返済債務負担金 -               -               -                 

未払金 11,350     10,118     △ 1,232     

引当金 1,105       657          △ 448        

その他 1,653       1,877       224            

45,177     44,523     △ 654        

2022年度 2023年度 増減

資本金 154,570   154,570   -                 

資本剰余金 12,027     11,541     △ 486        

利益剰余金 83,151     80,288     △ 2,863     

前中期目標期間繰越積立金 41,636     39,712     △ 1,924     

目的積立金 -               1,835       1,835         

積立金 -               39,675     39,675      

当期未処分利益 41,545     △ 935      △ 42,480  

249,748  246,400  △ 3,348     

294,926  290,924  △ 4,002     負債・純資産合計

負債の部

負債合計

純資産の部

純資産合計

 

負債・純資産では、負債が固定と流動合計で7億円減少し、純資産は当期損失と積立金の取崩で33億円減少、これ

により負債と純資産の合計が40億円減少しています。 

資産では、有形固定資産が32億円減少した一方で、投資その他が23億円増加した結果、固定資産全体で10億円

減少しました。さらに流動資産が30億円減少し、総資産は40億円減少しています。主な変動要因は、資金運用及び

将来の設備投資に備えるために、現金及び預金から有価証券、投資有価証券、減価償却引当特定資産への資金移動

が行われたことです。 

 貸借対照表（B/S）について 
単位：百万円 

資本金は、全額政府出資金であり、2004年の国立大学法人化移行時に国から現物出資を受けた土地・建物等の総額です。 

① 

② 

③ 

① 北海道大学の有形固定資産のうち、半分以上は土地です。内訳は札幌キャンパス、函館キャンパス、その他地方施設、研究林等

で総保有面積は約660㎢（東京都23区や琵琶湖と同程度の面積）です。 

【負債計上】 

国立大学法人会計基準の特徴的な会計処理として、運営費交付金、授業料、寄附金、補助金、受託研究等は教育研究等の業務

を実施する義務があることから、受入時は負債計上（業務実施後に収益計上）します。 
② 

③ 

④ 

④ 

クラーク君 

【損益に影響しない会計処理】 

国立大学法人の基盤的施設の整備は、出資

者である国が責任を有することから、国が措置

する施設費等で取得した固定資産については、

大学の運営責任の範囲外であるとして損益計

算の対象としないこととなっています。よって、

施設費等にて償却資産を取得した場合、取得

価格を資本剰余金（純資産）に振り替え、減価

償却時には減価償却費ではなく減価償却相当

累計額（資本剰余金のマイナス科目）を計上し

て、資本剰余金を直接減少させます。 

○会計処理イメージ（施設費、目的積立金等） 

※ 各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。 
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財務指標 ① ～B/S編 
 

本学の財務指標を確認し、財務の健全性を評価します。また、他大学等と比較することで、本学の状況を把握します。 

本学では、主な財務指標について、7大学等（北海道大、東北大、東京大、東海国立大学機構※、京都大、大阪大、九州大）の

平均と比較しています。グラフは国立大学法人化の2004年度と直近4年度の推移を示します。 
※2004年度決算は、名古屋大学分と比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

流動比率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

134.5% 130.4% 115.8%

(119.0%) (122.4%) (118.3%)

流動資産 41,135 39,393 36,441

流動負債 30,578 30,219 31,457

 流動比率

固定比率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

124.3% 102.3% 103.3%

(133.4%) (112.9%) (114.2%)

固定資産 258,510 255,532 254,482

純資産 207,900 249,748 246,400

 固定比率

自己資本比率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

69.4% 84.7% 84.7%

(63.3%) (73.7%) (73.1%)

自己資本 207,900 249,748 246,400

負債＋自己資本 299,645 294,926 290,924

 自己資本比率

 1.流動比率 

 2.固定比率 

 3.自己資本比率 

【計算式】自己資本÷（負債＋自己資本） 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

流動負債に対する流動資産の割合を示す指標であり、比率が

高いほど短期的（1年以内）な債務の返済能力が高いことを示

します。 

 

自己資本（純資産）に対する固定資産の割合を示す指標であ

り、長期的に使用する固定資産は、返済期限のない自己資本

によって調達することが望ましく、比率が低いほど安全性が

高いことを示します。 

総資本（負債＋自己資本）に対する自己資本の割合を示す指

標であり、比率が高いほど経営は安定し、安全性が高いこと

を示します。 

【計算式】流動資産÷流動負債 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

【計算式】固定資産÷純資産 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

安全性を示す上記3指標において、本学の支払能力は安定しており、固定資産は概ね純資産で賄われているこ

とから、資産の安全性は高く、全体的な財務健全性も優れています。 

7大学等平均と比較しても、流動比率は同水準であり、固定比率及び自己資本比率は良好な水準にあります。 

クラーク君 
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損益計算書 
 

 
■損益計算書とは・・・一事業年度（4月1日から翌年3月31日まで）の運営状況を表したものです。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

 

 

 

  

2022年度 2023年度 増減

108,061       110,393       2,332           

104,426       106,777       2,351           

教育経費 7,364           7,463           99                

研究経費 10,191         10,297         106              

診療経費 23,037         24,541         1,504           

教育研究支援経費 1,469           1,114            △ 355          

受託研究費 8,486           9,276           790              

共同研究費 2,446           2,413           △ 33            

受託事業費 1,604           1,358           △ 246          

人件費 49,824         50,312         488              

一般管理費 3,566           3,554           △ 12             

財務費用 68                60                △ 8               

支払利息 68                60                △ 8               

その他 0                   0                   0                   

雑損 0                   -                   0                   

929              455              △ 474          

108,990       110,849       1,859           

41,515         △ 935          △ 42,450     

150,506       109,913       △ 40,593     計

臨時損失

費用合計

当期総利益

業務費

費　用

経常費用

2022年度 2023年度 増減

108,846       109,457       611               

36,526         36,264         △ 262          

10,605         10,578         △ 27            

34,988         35,996         1,008           

8,504           9,802           1,298           

2,461           2,506           45                

1,614           1,403           △ 211           

3,747           3,747           -                   

250              145              △ 105          

6,577           5,566           △ 1,011        

3                   6                   3                   

3,564           3,438           △ 126          

研究関連収入 1,405           1,252           △ 153          

その他の雑益 2,159           2,185           26                

40,936         58                △ 40,878     

149,783       109,515       △ 40,268     

722              397              △ 325          

150,506       109,913       △ 40,593     計

臨時利益

収益合計

目的積立金等取崩額

受託事業等収益

寄附金収益

施設費収益

補助金収益

財務収益

雑益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

収　益

経常収益

 

経常収益は、受託研究収益、附属病院収益が増加した一方で、補助金収益が減少し6億円増加となりました。経常

費用は、収益増加に伴う経費の増加に加え、物価上昇等の影響及び人件費の増加もあり23億円増加しました。その

結果、当期総利益は▲9億円となりました。要因は、新型コロナウイルス関連の補助金の終了に伴う減少及び診療経

費増加による病院損益の赤字と会計基準改訂の影響によるものです。 

 損益計算書（P/L）について 
単位：百万円 

① 

① 

クラーク君 

【収益の認識】 

運営費交付金や授業料等は、資金を受領し

た際、教育研究等の業務を行う義務を負ったと

見なし、一旦、負債に計上した後、一定の基準

に基づき、業務が実施されたと認めた場合に

収益として認識します。なお、病院収入等の自

己収入については企業会計と同様の処理とな

ります。 

○収益化の基準 

○収益化イメージ（運営費交付金、授業料、寄附金、受託研究等） 

※ 各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。 

② 

② 

※ 国立大学法人会計基準改訂（2022年度及び2023年度適用）の主な内容については、次ページを参照 

【利益の処分（損失の処理）】 

  損益計算の結果、当期に発生した利益の処分（損益の処理）を行います。 

当期未処理損失 

前期までに積み立てた積立金が存在するか 

積立金 ＞ 当期未処理損失 

当期未処理損失額を限度

として積立金を取崩 

積立金を全額取崩、差額を

繰越欠損金として処理 

繰越欠損金と

して処理 

YES 

YES NO 

NO 

当期未処分利益 

経営努力により発生した利益か 

目的積立金 
自己収入の獲得増や効率的経営により生じた余剰金

であり、文部科学大臣の承認後、中期計画で定めた使

途（教育研究の質の向上及び組織運営の改善）に充当 

積立金 
資金の裏付けなく会計上生じる

利益であり、翌期以降の損失の

補填に充当 

YES NO 

○利益処分フロー ○損失処理フロー 
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国立大学法人会計基準の改訂 

（2022年度及び2023年度適用）について 
 

2022年度及び2023年度適用の会計基準改訂のうち、財務諸表への影響が大きいものを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023年度 損益計算書より 影響額の試算
（単位：百万円） （単位：百万円）

経常収益（抜粋） 財源
経常収益のうち、
資産取得に伴う
収益化額　（A）

改定前の基準で、
資産見返負債戻入額を

試算　（B）
影響額　（A-B）

運営費交付金収益 36,264 運営費交付金 419 1,404 △ 985
授業料収益 8,930 授業料 650 815 △ 165
寄附金収益 3,747 寄附金 1,108 1,327 △ 218
補助金収益 5,566 補助金 1,588 1,588 -

計 3,766 5,136 △ 1,369
※ 補助金は収益化額に影響なし

※ 各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります

（単位：百万円）

当期償却額 （D） 57
当期収益化額 （E） 686
影響額 （E-D) 629

受託研究等財源取得資産のうち、
当年度取得かつ当年度研究期間終了分

会計基準改訂前（2021年度まで） 

損益均衡を目的として、運営費交付金、授業料、寄附金及び

補助金等を財源に固定資産を取得した場合、資産見返負債

を計上し、減価償却に合わせて収益化 

会計基準改訂後（2022年度から） 

資産見返負債処理を廃止し、運営費交付金、授業料、寄附金

で固定資産を取得した場合は、全額収益化。ただし補助金

は、資産見返負債の処理を継続 

（勘定科目は長期繰延補助金等に変更）。 

受託研究、共同研究、受託事業を財源に固定資産を取得した

場合は、受託研究期間で償却。 

2022年度取得分まで 2023年度取得分から 

受託研究、共同研究、受託事業を財源に固定資産を取得した

場合で、受託研究以外にも汎用的に使用できる資産の場合

は、受託研究期間によらず法定耐用年数で償却。 

（例）受託研究期間：2 年、法定耐用年数：4 年の資産を取得した場合 

① 資産見返負債の原則廃止 ～産業界からも理解しやすい財務諸表等へ～ 

② 受託研究等財源で取得した固定資産の耐用年数 

2023年度においては、当年度減価償却費が資産取得に伴う収益化額を上回っているため、改訂前基準よりも収益が小さくな

りました。 

改訂による影響 

改訂による影響 

2023年度は、適用初年度のため、当年度取得かつ当年度研究期間終了の

資産により、改訂前基準よりも収益が大きくなりました。 
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財務指標 ② ～P/L編 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人件費率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

50.1% 47.7% 47.1%

(44.4%) (43.0%) (42.7%)

人件費 49,951 49,824 50,312

業務費 99,789 104,426 106,777

人件費比率

 一般管理費比率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

3.1% 3.4% 3.3%

(3.1%) (3.1%) (2.9%)

一般管理費 3,088 3,566 3,554

業務費 99,789 104,426 106,777

 一般管理費比率

外部資金比率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

12.3% 15.0% 16.0%

(18.4%) (21.6%) (22.1%)

外部資金収益 13,234 16,328 17,461

受託研究収益 7,881 8,504 9,802

共同研究収益 2,135 2,461 2,506

受託事業等収益 1,435 1,614 1,403

寄附金収益 1,781 3,747 3,747

経常収益 107,651 108,846 109,457

外部資金比率

 1.人件費比率 

【計算式】人件費÷業務費 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

 2.一般管理費比率 

【計算式】一般管理費÷業務費 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

 3.外部資金比率 

【計算式】外部資金収益÷経常収益 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

業務費に占める人件費の割合を示す指標であり、一般的に比

率が低いほど効率性が良いことを示します。 

業務費に対する一般管理費の割合を示す指標であり、比率が

低いほど効率性が良いことを示します。 

経常収益に占める外部資金収益の割合を示す指標であり、比

率が高いほど外部資金による取り組みが拡大していることを

示します。 

注：7大学等（北海道大、東北大、東京大、東海国立大学機構※、京都大、大阪大、九州大） ※2004年度決算は、名古屋大学分と比較 

人件費比率と一般管理費比率は、7大学等平均同様に効率性の向上が認められますが、人件費率は7大学等平

均に比べて5ポイント程度高い状況であり、改善の余地があります。 

外部資金比率は、7大学等平均と同様に着実に向上していますが、7大学等平均に比べて6ポイント程度低い状

況です。引続き産学連携の推進を中心に外部資金の拡大を図っていきます。 

クラーク君 
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学生当教育経費
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

341 420 426

(312) (339) (345)

教育経費 5,994 7,364 7,463

学生数（人） 17,562 17,541 17,506

学生当教育経費

（千円）

教員当研究経費
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

4,982 5,325 5,403

(6,619) (6,901) (6,987)

研究経費 9,655 10,191 10,297

常勤教員数（人） 1,938 1,914 1,906

 教員当研究経費

（千円）

診療経費比率
単位：百万円

2021年度 2022年度 2023年度

66.4% 65.8% 68.2%

(68.4%) (69.6%) (69.9%)

診療経費 21,623 23,037 24,541

附属病院収益 32,577 34,988 35,996

診療経費比率

 4.学生当教育経費 

 5.教員当研究経費 

 6.診療経費比率 

学生一人当たりの教育経費を示す指標であり、この数値が高

いほど学生一人当たりにかけられた教育経費が大きいことを

示します。 

教員一人当たりの研究経費を示す指標であり、この数値が高

いほど教員一人当たりにかけられた研究経費が大きいことを

示します。 

人件費を除く診療活動に要する経費が病院収益に占める割

合を示す指標であり、この比率が低いほど大学病院の収益力

が高いことを示します。 

【計算式】教育経費÷学生数 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

【計算式】研究経費÷常勤教員数 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

【計算式】診療経費÷附属病院収益 

※下段（ ）書きは各年度の7大学等平均 

学生当教育経費及び教員当研究経費は、教育・研究の質を図る重要な指標です。これらの費用が大きいほど、

教育・研究の充実していることを意味しますが、7大学等平均と同様に費用拡大傾向にあります。本学の学生当教

育経費は7大学等平均を上回っていますが、教員当研究経費は下回っています。今後、さらなる研究経費の増加

を目指していきます。 

診療経費比率は、7大学等平均と同様に近年増加傾向で厳しい状況になっております。これからも医療の質を

確保しつつ、経費削減や収益の改善を図っていきます。 クラーク君 
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セグメント情報の開示 
 
 

 

北海道大学では、国立大学法人会計基準に基づき、学内の資源配分（予算・人員配置・資産等）の可視化を促進する観点から、財務諸表（附

属明細書）において、従来の大学セグメントのうち、研究院（科）・学部及び大学病院のセグメント情報を個別に開示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 各部局等の経常費用と経常収益 

文学院・文学研究院・文学部 

教育学院・教育学研究院・教育学部 

法学研究科・法学部 

経済学院・経済学研究院・経済学部 

理学院・理学研究院・理学部 

工学院・工学研究院・工学部 

農学院・農学研究院・農学部 

獣医学院・獣医学研究院・獣医学部 

水産科学院・水産科学研究院・水産学部 

医学院・医学研究院・医学部 

歯学院・歯学研究院・歯学部 

薬学研究院・薬学部 

情報科学院・情報科学研究院 

国際広報メディア・観光学院・メディア・コミュニケーション研究院 

環境科学院・地球環境科学研究院 

公共政策学教育部・公共政策学連携研究部 

生命科学院・先端生命科学研究院 

保健科学院・保健科学研究院 

大学（研究院（科）・学部以外）教育・その他 

大学（研究院（科）・学部以外）研究 

大学（研究院（科）・学部以外）全学組織 

低温科学研究所 

電子科学研究所 

遺伝子病制御研究所 

触媒科学研究所 

スラブ・ユーラシア研究センター 

情報基盤センター 

人獣共通感染症国際共同研究所 

法人共通 

 

 

 

大学病院 

（億円） （億円） 

（億円） （億円） 

※セグメント情報の詳細は、財務諸表（附属明細書）をご覧ください。 

https://www.hokudai.ac.jp/pr/johokokai/pub/22jo/finance 
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財源別収益のセグメント内訳 
 
 経常収益のうち、国からの運営費交付金、主要な外部資金である受託研究収益等※及び補助金収益について、セグメント内訳を示します。 

※受託研究収益等：受託研究収益、共同研究収益・受託事業収益の合計 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セグメント 収益化額（億円）

大学（研究院（科）・学部以外）全学組織 27.44

大学病院 10.48

薬学研究院・薬学部 3.98

大学（研究院（科）・学部以外）教育・その他 2.83

獣医学院・獣医学研究院・獣医学部 2.17

工学院・工学研究院・工学部 1.47

理学院・理学研究院・理学部 1.03

その他 6.23

計 55.66

セグメント 収益化額（億円）

法人共通 36.18

大学病院 33.26

工学院・工学研究院・工学部 28.25

大学（研究院（科）・学部以外）教育・その他 27.23

大学（研究院（科）・学部以外）全学組織 26.38

理学院・理学研究院・理学部 25.99

大学（研究院（科）・学部以外）研究 22.48

農学院・農学研究院・農学部 15.06

水産科学院・水産科学研究院・水産学部 14.35

医学院・医学研究院・医学部 13.95

情報科学院・情報科学研究院 11.58

低温科学研究所 10.16

文学院・文学研究院・文学部 8.88

その他 88.83

計 362.64

セグメント 収益化額（億円）

工学院・工学研究院・工学部 19.52

医学院・医学研究院・医学部 14.14

大学病院 13.17

大学（研究院（科）・学部以外）研究 11.75

大学（研究院（科）・学部以外）全学組織 9.00

情報基盤センター 8.17

理学院・理学研究院・理学部 7.70

薬学研究院・薬学部 5.74

遺伝子病制御研究所 5.68

 人獣共通感染症国際共同研究所 5.65

情報科学院・情報科学研究院 5.30

その他 31.26

計 137.13

 運営費交付金収益 

 受託研究収益等 

 補助金収益 

※大学（研究院（科）・学部以外）の内訳は、以下のとおりです。 

大学（研究院（科）・学部以外）教育・その他： 

国際連携研究教育局、附属図書館、文書館、医理工学院、国際感染症学院、国際食資源学院、数理･データサイエンス教育研究センター、保健センター、埋蔵文化財調査センター、総合博物館、人間知・脳・AI研究教

育センター、学生相談総合センター、脳科学研究教育センター、外国語教育センター、総合化学院、全学教育運営経費、学生厚生補導運営経費、子どもの園保育園 

大学（研究院（科）・学部以外）研究： 

データ駆動型融合研究創発拠点、ワクチン研究開発拠点、量子集積エレクトロニクス研究センター、広域複合災害研究センター、北方生物圏フィールド科学センター、アイソトープ総合センター、観光学高等研究セン

ター、アイヌ・先住民研究センター、社会科学実験研究センター、環境健康科学研究教育センター、北極域研究センター、One Healthリサーチセンター 

大学（研究院（科）・学部以外）全学組織： 

化学反応創成研究拠点、高等教育推進機構、国際連携機構、技術支援本部、情報環境推進本部、アドミッションセンター、安全衛生本部、大学力強化推進本部、総合IR本部、サステイナビリティ推進機構、アイヌ共生

推進本部、大学院教育推進機構、ダイバーシティ・インクルージョン推進本部、広報・社会連携本部、半導体拠点形成推進本部、創成研究機構、産学・地域協働推進機構 

※ 各金額は小数点第2位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。 

※ 各金額は小数点第2位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。 

※ 各金額は小数点第2位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。 
次世代研究者挑戦的研究プログラム助成金※（13億円） 
 ※博士後期課程学生に対する生活費及び研究費の支給等 

国際研究拠点形成促進事業費補助金（4億円）  等 
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北海道大学にとってエンレイソウはシンボルマークに使

われている象徴的な花です。このデザインは、エンレイソ

ウを「ヒト」に見立て、知性・個性・多様性の融合とするこ

とで、コミュニケーションビジュアルとしました。 

花の持つ美しいラインに注目し、線の重なりが「ヒト」と

の関わり・知識の象徴などを表現しています。エンレイソ

ウが持つ美しいシルエットは、北大にふさわしい、アカデ

ミックでファッショナブルなイメージを構成します。 




